がりながら 夢中で 波打ちぎ は を 目が けて 駆けて 行った。 

「厭々々！ 誰か —— -」 

海老茶の 水着 をき た 娘が 悲鳴 を あげた。 そして 我む 

しゃら に 砂 を 蹴って ゐた。 —— 若者の A が 振 りかへ つ 

て、 両腕 を 拡げて 軽々 と 娘 を 載せた。 

その 光景 を 見る と、 

「あたし も/^!」 

と、 もう 一人の、 赤黒の 太い 立 縞の 水着 を 着た 娘が 

若者の B にと リ鎚 つた。 B は、 A の やうに 娘 を 両腕に 

載せた が、 重くて、 とても 自由に は 駆けられ さう もな 

かった。 気の毒な 程 痩せた 男だった。 



見る からに B は 苦し さう だった。 それでも 意地 を 張 

つて、 娘 を 抱へ て 駆け 続けよう とする の だが、 ョタく 

としてし まって、 脚ば かり を、 熱い もので、 大雪の な 

かで も 歩いて ゐる 時の やうに 仰山に 挙げ、 徐ろに 降ろ 

しながら、 大 汗で、 唸って ゐた。 

それ を、 もう 渚に ついて しまった A と 娘が 振り かへ 

つて、 腹 を 抱へ て 笑って ゐる。 A より 先に 行き着いて 

ゐた 若者の C が、 

「お— い！」 

と 水の 中から 首 を 出して B を 呼んだ。 

B は、 答へ る どころではない。 



「落したら 酷い わよ ご 

B の 腕の 上に ゐる娘 は、 あはれ な B を 嘲笑した。 そ 

して 両脚 を バタく と 動かしたり、 男の 脊中 をピシ 

ャ くと 叩いたり した。 

「凝つ として ゐて お呉れよ。 —— あ、、 もう 俺の 足の 

裏 は 感覚が なくな つてし まった ご 

「決して、 あたし 達 靴なん てはいて 来ない から、 毎日 

たのむ わよ、 B さん —— 」 

「チヨ ッ！ 救から ねえな ご 

と B ははき 出した。 

「ライフ • ボ — ， ^になら うか、 B 」 



C が 切りに 水の 中から 呼びかけて ゐた。 

「馬鹿 ッ！」 

と B は C に 怒鳴った。 —— 「勇敢な 騎士 を 見よ —— 

だ。 かう なれば 俺 は、 もうこの ま、、 どんな 火の 上 だ 

つて、 水の 中 だって、 このお 姫様 は 離さない よ —— だ ご 

やっと 波う ちぎ はに 着く と 娘 は B の 腕から ころげ 落 

ちて、 C の 方へ 泳いで 行った。 



二 



「そこ を 駆ける お前の 姿 を 見て やらう ご 

先へ 行った 僕の 伴れ が、 手 まねきして ゐ るの を 見て 

僕 は、 そんな 声 を 空想した りして ゐ たので ある。 



四 



「ボ — „ ^を 漕いで おくれ！」 

「早く 来て —— 」 

かう 呼ばれた ので 僕 は、 思 ひきって 飛び出した。 力 



振りして、 奇天烈な フォックス. トロット を 踏んで、 

今にも 目が回 リさ うだ つた。 

「止せば 好かった ご —— I 吾 家で 昼寝で もして ゐれば 

好かった のに！」 —— 「何の 何の、 もっと 駆けろ、 沙 

漠だ、 沙漠 だ！ どうせ 沙漠 だ！」 

僕 は、 苦し まぎれに 口から 出 まかせの 言葉 を 吐 い た 

り、 マ ー チを 口吟んだり しながら 一 散に 掛け 続けた。 

いくつ も、 いくつ も 水の 上に 木の葉の やうに 浮かん 

で ゐるボ —ト や、 渚の 人々 や、 紺碧の 空 や、 赤い 旗 や、 

白い パラソル —— などが 花片の やうに 僕の 目の 先で フ 

ラッシュした。 



三 間で 波打ちぎ はに たどりつか うとい ふところで、 勢 

ひ をつ け、 トンボ 返り をした 刹那の、 耳に 散り散りに 

残って ゐた、 さっきからの 彼等の 嘲笑だった の だ。 I 

I 僕 は、 だが、 水の 中へ 倒さまに 飛び込んで 直ぐに 首 

を 出す と、 あんな 思 ひも、 あんな 言葉 も、 すっかり 忘 

れて、 

「さあ 行かう！」 

といって ォ ー ルを 執った。 

不図 振り返って 見る と、 白い 砂地 を、 奇妙な 足 どり 

で 駆けて 来る 滑稽な 人影が いくつ も 見えた。 —— あま 

リ 砂が 白く 光って ゐ るので、 駆けて ゐる 人達が 氷滑り 
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